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楽しむ場」として，子供から大人まで誰もが科学

を身近に感じ，科学の面白さや新たな可能性を発

見できる機会を創出しています。そして，科学へ

の興味・関心を喚起することに加えて，様々な価

値観を認め合いながら，対話・協働を通じて「社

会とともにある科学」と「科学とともにある社

会」の実現を目指しています。

　サイエンスアゴラは「科学を楽しむ場」である

と同時に，「科学と社会のコミュニケーションの

場」としての役割を果たしていることも大きな特

徴です。新しい科学技術が私たちの生活をどのよ

うに豊かにするのか，その可能性だけでなく，そ

れに伴う課題や懸念にも目を向けてオープンな

対話をすることを重視しています。日々新しい科

学技術が生まれていく中で，サイエンスアゴラに

参加する方々の多様な視点を集めながら，科学技

術が生み出す可能性を探り，より良い未来社会を

創っていくことが大切であると考えています。

　特に，近年急速に発展しているAI（人工知能）

や仮想現実（VR）などには，統計学やアルゴリ

ズム，微分積分といった数学的要素が深く関わっ

ています。こうした科学技術は，交通の渋滞予測

や音楽・動画のおすすめ機能，さらには建築現場

の 3Dモデルの設計等にも応用されており，私た

ちの生活に深く関係していることがわかります。

１．サイエンスアゴラとは

　サイエンスアゴラとは，「科学」と「社会」の

関係をより深めていくことを目的として，様々な

立場の人たちが集い，対話をするオープンフォー

ラムです。「アゴラ」とは，もともと古代ギリシャ

語で人々が集まり自由に議論をする「広場」とい

う意味があります。この広場には，異なる分野・

セクター・年代・国籍を超えた多様な人々が集ま

り，VRや科学実験などワクワクするような体験

型の展示から，科学の最前線で活躍する研究者と

直接対話できるワークショップや，より専門的な

ことを議論するセッションまで様々なプログラ

ムが開催されます。サイエンスアゴラは「科学を
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図 1　サイエンスアゴラのロゴマーク。人の対話とひらめ
きが重なりあい，未来を創る大きな力を表現
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このような新しい科学技術がどのように私たちの

生活を豊かにし，社会の発展を支えているのかを

理解することは，未来社会を創っていくための第

一歩となります。

　20 世紀の科学技術は富や力の追求とともに発

展してきましたが，限りある地球資源と世界のひ

ずみの前に，今の科学技術には限界も見え始めて

います。特に今の日本では，成長社会から成熟社

会へと移行し，様々な社会問題に直面している中

で，多様な人々が集う場を作り，お互いを尊重し

つつ，科学と社会のこれからをともに考え，未来

社会を創っていくことが必要です。サイエンスア

ゴラでは，科学技術の新たな役割を探りながら，

より良い未来社会の実現を目指して対話の輪を広

げていきたいと考えています。

２．サイエンスアゴラ 2024 のテーマ

“サイエンスと共に未来へ 

～ Bound for the future with Science～”
　2006 年から開催しているサイエンスアゴラは，

様々な関係者の試行錯誤によって発展してきまし

た。発足当初は科学コミュニケーションの理念を

社会に認知してもらう活動が主でしたが，時代と

ともにコンセプトが変わり，現在は「共創」や「総

合知」により未来を考える場と位置づけていま

す。19回目の開催となる今回のコンセプトは「未

来への旅」。様々なブースやセッションを楽しみ

ながら「サイエンスアゴラ 2024」を旅すること

で，参加いただく方それぞれが未来へ向かう羅針

盤を見つけていただければとの願いを込めて，“サ

イエンスと共に未来へ ～ Bound for the future 

with Science ～”をテーマとしました。恐竜が

いた古生物の時代から私たちが今いる現在，そし

てこれから実現しつつある未来へと，これまでの

科学技術の成果とこれからの社会の可能性を探り

ながら，どのような未来社会を築いていきたいか

を来場者と出展者が一緒に考える場を目指しまし

た。

　2024 年は 10 月 26 日（土）～ 27 日（日）の

２日間，テレコムセンタービルと日本科学未来

館で開催し，科学の魅力や面白さを実感できる体

験型プログラムから，遠隔医療が可能な移動型手

術車両や人と生成ＡＩとの共生といった未来のテ

クノロジーまで，幅広い層が楽しめる多彩なブー

スが出展されました。また，日本や海外の科学コ

ミュニケーションの課題と展望について議論する

セッションや，災害時のインクルーシブ防災につ

いて障害者と一緒に考えるワークショップ，ゲノ

ム編集やｉＰＳ細胞といった先端技術がもたらす

倫理的・法制度的・社会的課題（ＥＬＳＩ）につ

いて深く議論するシンポジウムなど，様々な話題

を取り上げ，多様な参加者による対話の場を実現

しました。　

　２日間の会期中には合計 150 以上のプログラ

ムが実施され，5,500 名を超える多くの方に来場

いただき，盛況のうちに幕を閉じました。

図 2　サイエンスアゴラに参加する「多様な関係者」

図 3　サイエンスアゴラ 2024 キービジュアル
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　サイエンスアゴラに出展されるプログラムは，

様々な分野の有識者で構成されるサイエンスアゴ

ラ推進委員会によって審査され，採択が決定して

います。会場では，自然科学だけでなく，人文・

社会科学も含めた幅広い出展内容について，「地

球・生き物・私たち」「食・暮らし・健康」「街・空間・

身体拡張」など，来場者の好奇心を刺激し，出展

者同士も新たなつながりが生まれるよう，推進委

員会が５つのジャンルを設け，会場のプログラム

配置を検討しました。

　サイエンスアゴラは出展者の多様性も大きな

特徴です。研究者，大学，研究機関，NPO法人，

科学館，企業，中学・高校の科学部など，日々科

学技術やサイエンスコミュニケーションに関する

活動に励む人々が多く集います。普段なかなか接

することのできない研究者と直接対話し，生の声

を聞けることも魅力の一つです。

３．次世代が輝くサイエンスアゴラ

　今回も，次代を担う中高生や大学生のエネル

ギー溢れるブースやセッションを始め，ポスター

セッション，さらにはＪＳＴの研究開発プログラ

ムに参画する研究者が高校生と直接対話をする機

会など，若い世代を中心に据えたプログラムが多

数出展されました。

　27日（日）に行われたセッション「高校生×

ムーンショット研究者ガチ対話！」では，日本発

の破壊的イノベーションを創出し，挑戦的な研究

開発を推進する「ムーンショット型研究開発事

業」の研究者が参加し，高校生（一部中学生）が

自ら取り組む研究を発表して直接フィードバック

を受けるというプログラムが実施されました。高

校生らの発表内容は，「整数関数の平均」や「量

子コンピューターと目指したい未来」，「リード

ディフューザーの商品開発から販売までのビジネ

スプラン」，「機械学習ソフトを活用したゲーム開

発」など，どれも専門性が高く，高校生とは思え

ないほどの堂々たる発表に，研究者たちも感嘆し，

驚きの表情を浮かべていました。参加された研究

者のアンケートでは，「普段は学術界にのみ研究

を発信することが多く，高校生と接点を持つ機会

は限られていますが，実際には彼らは非常に才能

に溢れています。彼らの持つ新鮮な視点や柔軟な

発想は，私たち研究者にとっても新たな発見や刺

激をもたらします。」「研究が持つ喜びや困難を共

有することで，次世代が挑戦する道筋をより明確

に示すことができるはずです。」といった，次世

図 4　インクルーシブ防災のワークショップの様子 図 6　ブースでの対話の様子

図 5　サイエンスアゴラ 2024 推進委員会
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代への期待が込められた感想をいただきました。

　その他にも，学生を中心としたチームでインタ

ラクティブな作品を企画・制作するチャレンジ

「Interverse Virtual Reality Challenge（ＩＶ

ＲＣ）」や，科学への夢や自由な発想を発掘する

「学生アイデアファクトリー」など，未来社会を

担う次世代が中心となった出展に，来場者からは

「若者の頑張りは頼もしい，日本の将来に希望が

持てる」といったポジティブな声が多く寄せられ

ました。

４．STEAM教育や算数・数学に関連した出展も

　昨今の STEAM教育の流れもあり，サイエン

スアゴラでは算数・数学，プログラミングやアー

ト等に絡めた出展が例年注目を集めています。例

えば，敷きつめ模様（テセレーション）を用いた

パズルの体験ができるブースでは，創造力が刺激

された多くの子供たちが楽しみながら算数・数

学に親しんでいる様子でした。また，海面上昇

が進んだ 2030 年の東京の地図を予測するプログ

ラムでは，生成AI が描き出した未来の衛星写真

を会場のインタラクティブな地図に可視化し，来

場者はその地図を見ながら気候変動への理解を深

め，未来社会についての想像を膨らませていまし

た。気候変動や海面上昇のシミュレーション，衛

星データの解析や地図に可視化する技術には様々

な数学的手法が駆使されており，未来の東京をリ

アルに感じることができる体験を提供していまし

た。

５．教育現場にも活かせるサイエンスアゴラ

　サイエンスアゴラには，普段の授業に活用で

きるアイデアを求めて多くの教育関係者が来場さ

れます。今回特にそのような方々の注目を集めた

のは，教育界の第一線で活躍されている，立命館

小学校の正頭英和教諭によるワークショップです。

探究心や主体的な学びを引き出す声かけを実践

し，子供たちが夢中で学ぶ姿を多くの教育関係者

が視察されていました。また，学校教員が有志で

集まった団体の出展では，算数・数学を軸とした

STEAM教育に関する教材をブースで展示されて

おり，児童・生徒だけでなく教育関係者も注目す

るコンテンツが紹介されていました。さらに，今

回はAIに関連する出展が多くあり，AI 技術が私

たちの生活や社会にもたらす影響について深く考

え，議論するコンテンツも人気を博していました。

来場者アンケートには，「教育学部の立場で，今

の技術をどう教育の場で活かせるかを話し合っ

た」，「学校教育におけるAI 導入に対して，自分

は生徒同士のコミュニケーションや判断の正確性

図 7　研究者へ向けて堂々とした発表を見せた

図 9　テセレーションを楽しむ来場者たち

図 8　VR体験ブースは子供から大人まで大人気
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図 10　ワークショップの制作に夢中な子供たち

の面で否定的だが，導入のメリットについても議

論できたことが，これからのクラスづくりを考え

る上で大きな学びとなった」など，AI 技術の活

用に関する期待だけでなく，不安や懸念について

も率直に意見を交わす場となっていました。こう

した対話の場は，教育現場を取り巻く課題や未来

の可能性を考え，進歩するAI 技術と学校教育が

どのように共存し，より良い未来を創り上げてい

けるのか，その一歩を示すきっかけになったと言

えるのではないでしょうか。

６．さいごに

　サイエンスアゴラは，2025 年で 20 周年を迎

えます。理系・文系といった分野や，大人・子供

といった世代の枠組みを超えサイエンスアゴラに

集う多様な人たちと対話し，これからの「社会と

ともにある科学」と「科学とともにある社会」に

ついて一緒に考えてみませんか。


